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要約 

✓国際機関による 2000 年までの基礎的教育支援の状況 

世界銀行は、90 年代では 80 年代後半と比べて、教育貸付の年平均は 9 億 1870 万ドル

から、19 億 1080 万ドルと倍増した。さらにそのうち基礎教育に関しての割合は 27％から

44％に増加した。一方、UNESCO も 1960 年代から初等教育を重視していきた。「万人の

ための教育」を基本的人権と捉え、地域ブロック内で国ごとの交流や途上国政府と政策対

話を重視してきた。 

 

感想 

この本が少し古いこともあり、現状の教育支援については不透明な部分もあるが、80 年代

や 90 年代においてどのような基礎教育支援がなされているかということを知ることが出

来た。 


